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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 3,787 △1.8 19 △52.7 15 △60.7 1 △86.3

29年3月期第2四半期 3,856 ― 41 ― 39 ― 12 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　52百万円 （354.1％） 29年3月期第2四半期　　11百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 2.12 ―

29年3月期第2四半期 15.46 ―

（注）前連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、29年３月期第２四半期に係る対前年同四半期増減率については記載しておりません。

また、当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定
し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 5,179 2,290 44.2

29年3月期 5,448 2,262 41.5

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 2,290百万円 29年3月期 2,262百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、30年３月期（予想）の１株当たり配当金につき
ましては、株式併合を考慮した金額を記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,530 △1.5 80 △17.3 70 △21.2 30 △2.0 36.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関
する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ６「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 827,250 株 29年3月期 827,250 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 4,661 株 29年3月期 4,514 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 822,674 株 29年3月期2Q 822,875 株

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと
仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。

（株式併合及び単元株式数の変更について）

　当社は、平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決しております。これに伴い、同年10月１日を効力発生日と
して、単元株式数を1,000株から100株へ変更し、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしました。

なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

　　（１）平成30年３月期の配当予想

　　　　　　１株当たり配当金

　　　　　　　期末　　　　　　　　３円00銭

　　　　　　　通期　　　　　　　　３円00銭

　　（２）平成30年３月期の連結業績予想

　　　　　　１株当たり当期純利益

　　　　　　　通期　　　　　　　　３円65銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の緩やかな改善を背景に輸出や企業収益、個人消

費などが持ち直し、緩やかな回復基調にあるものの、一部地域の国際的な緊張の高まりなど海外情勢の不確実性や

国内外の政治動向の懸念材料もあり、先行き不透明な状況となっております。

 また、小売・サービス業界においては、景気の回復が消費の改善に結びつかない中、高付加価値を求めるお客様

のニーズと、節約・低価格志向への対応が求められました。 

このような状況下で当社グループは、音楽教室及びカルチャー教室の会員数拡大を経営の最重点課題と位置づ

け、滋賀県草津市の総合音楽ショップ内にある音楽教室を、大人会員の増加と音楽普及サービスの向上を図る為、

増床いたしました。カルチャー教室では大阪市浪速区に新規出店し、大阪府豊中市の教室を移転リニューアルいた

しました。

店舗におきましては、顧客参加型のイベント活動の推進や商品の品揃え、きめ細やかな接客サービスの向上に

注力し、お客様の来店数、来店頻度の増加を図り、顧客満足度の向上に向けた活動を推進してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は商品売上の減少で37億87百万円（前年同期比1.8％

減）、営業利益は費用効率化の徹底に取り組んだものの、売上総利益率低下により19百万円（同52.7％減）、経常

利益は15百万円（同60.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１百万円（同86.3％減）となりました。 

 セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

（音楽事業部門）

鍵盤楽器は、一般顧客向けの販売は前期の厳しい状況から回復が見られましたが、公共施設向けの販売が大幅

に減少いたしました。管弦楽器は、春の需要シーズン向けのセールは堅調に推移したものの、学校向けの販売が減

少いたしました。ＡＶソフトはコンサートやイベント会場での販売を積極的に行ったことで前年並みとなりまし

た。また、ギター関連は前期からの全国的な在庫過多による値崩れの影響が第２四半期まで継続したことで利益率

が大幅に低下したことと、前期に閉鎖した店舗の影響で厳しい状況となりました。

音楽教室は、春の会員募集において、子供会員数は前年を上回るスタートとなりましたが、受講料単価の低下

もあり受講料収入は前年をやや下回る状況となりました。一方で大人会員の受講料収入は、50～60代向けの新たな

レッスン講座が人気となり堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は24億７百万円（前年同期比2.8％減）、セグメント利益は１億18百万円（同11.2％減）とな

りました。 

（カルチャー事業部門） 

 お客様が求めるカルチャー教室の実現に取り組み、地域のニーズに合わせ付加価値を高めた魅力ある講座の開発

を推進してまいりました。 

地域特性を加味したオリジナル講座開発、「ご当地講座」を積極的に行うことに加え、京都をテーマとしたイ

ンバウンド向けの講座開発を行うなど独創性を強化し、新規会員獲得や既存会員の継続率を高めました。

関東、九州地区を中心に体験レッスンからの入会が増えるなど新規会員募集が順調で、東日本・西日本エリア

ともに既存教室は堅調に推移したものの、教室移転による会員数の減少や新規出店教室の会員募集の苦戦に加え、

移転に伴う費用の影響もあり厳しい状況となりました。

 この結果、売上高は13億80百万円（前年同期比0.1％増）、セグメント利益は48百万円（同12.3％減）となりま

した。 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は22億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億74百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が２億51百万円、受取手形及び売掛金が37百万円減少したことによるも

のであります。固定資産は28億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円増加いたしました。これは主に

投資有価証券が69百万円増加、保証金が14百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は、51億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億69百万円減少いたしました。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は19億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５百万円減

少いたしました。これは主に短期借入金が１億24百万円増加し、支払手形及び買掛金が94百万円、１年以内返済予

定の長期借入金が32百万円減少したことによるものであります。固定負債は９億32百万円となり、前連結会計年度

末に比べ１億90百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が１億85百万円減少したことによるものでありま

す。

 この結果、負債合計は、28億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億96百万円減少いたしました。
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（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は22億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ27百万円増加

いたしました。これは主に四半期純利益が１百万円、剰余金の配当が24百万円となったことと、その他有価証券評

価差額金が50百万円増加したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は44.2％（前連結会計年度末は41.5％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年３月期の業績予想につきましては、本日公表いたしました「平成30年３月期第２四半期の連結業績予想

と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,239,475 987,718 

受取手形及び売掛金 190,447 153,106 

商品 729,571 685,599 

その他 410,967 469,375 

貸倒引当金 △130 △120 

流動資産合計 2,570,331 2,295,680 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 823,149 845,433 

土地 777,494 777,494 

その他（純額） 109,538 64,915 

有形固定資産合計 1,710,181 1,687,843 

無形固定資産 49,569 43,933 

投資その他の資産    

投資有価証券 341,886 411,529 

差入保証金 646,368 632,284 

その他 164,065 142,071 

貸倒引当金 △33,860 △33,860 

投資その他の資産合計 1,118,460 1,152,026 

固定資産合計 2,878,211 2,883,803 

資産合計 5,448,543 5,179,484 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 492,327 397,563 

短期借入金 342,000 466,000 

1年内返済予定の長期借入金 429,325 396,878 

引当金 48,000 48,000 

その他 751,222 648,453 

流動負債合計 2,062,874 1,956,894 

固定負債    

長期借入金 925,604 739,660 

退職給付に係る負債 126,275 119,673 

その他 71,307 73,051 

固定負債合計 1,123,186 932,385 

負債合計 3,186,061 2,889,280 

純資産の部    

株主資本    

資本金 957,000 957,000 

資本剰余金 985,352 985,352 

利益剰余金 247,456 224,516 

自己株式 △6,621 △6,874 

株主資本合計 2,183,187 2,159,994 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 79,294 130,209 

その他の包括利益累計額合計 79,294 130,209 

純資産合計 2,262,482 2,290,203 

負債純資産合計 5,448,543 5,179,484 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 3,856,328 3,787,394 

売上原価 2,178,779 2,137,140 

売上総利益 1,677,549 1,650,253 

販売費及び一般管理費 1,635,769 1,630,508 

営業利益 41,779 19,745 

営業外収益    

受取利息及び配当金 2,994 2,782 

受取手数料 2,016 1,151 

その他 3,742 857 

営業外収益合計 8,753 4,791 

営業外費用    

支払利息 10,070 8,990 

その他 1,176 91 

営業外費用合計 11,246 9,082 

経常利益 39,286 15,454 

特別利益    

固定資産売却益 710 4,278 

投資有価証券売却益 － 6,759 

補助金収入 － 2,000 

特別利益合計 710 13,037 

特別損失    

固定資産除却損 138 9,414 

災害による損失 4,197 － 

特別損失合計 4,336 9,414 

税金等調整前四半期純利益 35,660 19,078 

法人税等 22,942 17,336 

四半期純利益 12,717 1,742 

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,717 1,742 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 12,717 1,742 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,121 50,914 

その他の包括利益合計 △1,121 50,914 

四半期包括利益 11,596 52,656 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,596 52,656 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

第１四半期連結会計期間より、カルチャー事業における教室用建物の耐用年数を従来の５年から10年に変更し

ております。この変更は、改装を要する実態を調査した結果、より長く使用できる見込みとなったことによるも

のです。 

 これにより、当第２四半期連結会計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ7,101

千円増加しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  音楽事業 
カルチャー 

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,477,638 1,378,690 3,856,328 － 3,856,328 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
478 － 478 △478 － 

計 2,478,116 1,378,690 3,856,806 △478 3,856,328 

セグメント利益 133,123 54,834 187,957 △146,178 41,779 

（注）１．セグメント利益の調整額△146,178千円は、全社費用等であり、主に各報告セグメントに

     帰属しない本社事務管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  音楽事業 
カルチャー 

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 2,407,119 1,380,275 3,787,394 － 3,787,394 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
4,550 111 4,661 △4,661 － 

計 2,411,669 1,380,386 3,792,055 △4,661 3,787,394 

セグメント利益 118,168 48,068 166,236 △146,491 19,745 

（注）１．セグメント利益の調整額△146,491千円は、全社費用等であり、主に各報告セグメントに

     帰属しない本社事務管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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